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あらまし：本研究では，英語パラグラフライティングを支援するため，ラベル付きクラスタ図を用いたア

イデア整理支援システムの診断機能を拡張した．従来はアイデア間の局所的な関係のみを対象としていた

が，本研究ではアイデアの連なりを考慮した診断を行うことで，効率的な修正支援を可能とした．評価実

験では，改良により修正作業量および提示されるメッセージ量が減少し，学習者の負担を抑えた支援を行

うことができることを確認した．
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1. はじめに
英語パラグラフライティングにおいて，説得力の

あるパラグラフを作成するためには，記述する内容

をアイデアとして書き出し，各アイデアの役割がパ

ラグラフの構造に適した関係性を持つように整理す

る必要がある．しかし，英語初学者は，論理展開法

に関する知識が十分ではないため，他者からの支援

なしで適切にアイデア間の役割を設定することは困

難である．英語初学者を支援するシステムとして，

作成した英文の添削を行うシステムに関する研究(1)

などがあるが，パラグラフに記述するアイデアの収

集・整理から始まり，パラグラフを書く前までの過

程を支援する研究は見当たらない．

先行研究(2)では，アイデア整理支援システムを実

現したが，局所的なアイデア間の関係性を診断する

という方法をとっていた．しかしこの方法では，適

切にアイデアを整理できない場合があるという問題

点があった．そこで本研究では，アイデア間の役割

をより広い範囲で診断するよう拡張することを目的

とする． 

2. アイデア整理支援システム
本システムの概要を図 2 に示す．アイデア収集・

整理のため，本研究では，アイデア間の関係・役割

をラベルとして付与した，図 1 のようなラベル付き

クラスタ図を用いる．本システムは，ユーザが作成

したラベル付きクラスタ図を診断し，パラグラフラ

イティングを行う上で適切なラベルが付与されるよ

うに導くためのメッセージを提示する．

図 1 ラベル付きクラスタ図の例 

図 2 システムの概要 

3. クラスタ図診断機能の改良
ラベル付きクラスタ図の診断項目の一つにリンク
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誤りがある．本機能は，リンクが張られた二つのア

イデアの関係・役割を表すラベルについて，関係性

が適切なものであるか否かを確認することでリンク

誤りを診断する．そして誤りと判断された場合には，

ユーザに修正を促すためのメッセージを提示する．

この方法は各リンクのみに着目するため，リンク誤

りを解消するためにラベルを変更することにより当

該アイデアのリンク誤りが解消されたとしても，別

のアイデアとの間でリンク誤りが発生する場合があ

った．そこで本研究では，クラスタ図診断機能の改

良として，一度の診断で対象とするリンクおよびア

イデアの範囲を広くすることにより，広範囲の構造

を加味した診断結果を提示することとした．

具体的には，図 3 のようにラベル付きクラスタ図

の根となるアイデアから葉となるアイデアまでを一

つの組として，クラスタ図診断を行う．まず，その

アイデア数や構造が明らかに不適切な場合は，適切

な構造への変更を促す．これにより，ラベルを一つ

ずつ見て修正作業を行うと非効率的なリンク誤りを

減らすことができる．次に，ラベルの種類やそのラ

ベルの付けられた位置から，ユーザが書こうとして

いるパラグラフの種類を推定し，最も可能性の高い

ものから順に，修正方法を提案する．図 4 に支援メ

ッセージの例を示す．これにより，離れたアイデア

も考慮しつつ，ユーザの負担が少ない修正案を提示

図 3 新たな診断方法の例 

図 4：診断結果の例 

することができるとともに，修正作業を行ってもリ

ンク誤りが伝播するという問題が起こらないという

メリットもある．

4. 評価実験
まず，改良前の診断方法と比較することで，作成

した診断機能の有用性を調査した．本学学部 2 年生

15 名が作成したラベル付きクラスタ図について，二

つの診断方法で修正作業を行い，リンク誤りがなく

なるまでに変更が必要なラベルの数と，その修正作

業中にユーザが読む必要のあるメッセージの総文字

数を比較した．表 1 は，変更したラベルの数と総文

字数の平均値である． 

表 1 有用性の調査結果 

変更したラベルの数 総文字数 

改良前 15.7 11502.1 

改良後 12.8 5996.9 

表 1 のように，いずれの項目ついても減少してい

ることから，改良により，ユーザの修正作業量や読

む必要のある文字数が少なくなることが確認できた． 

次に，本学学部 4 年生 4 名に実際に機能を利用し

てもらい，有用性に関する予備評価を行った．具体

的には，指摘された修正箇所のわかりやすさ，およ

び，修正方法のわかりやすさについてそれぞれ 4 段

階で評価し，機能の総合評価については 5 段階で評

価するよう指示した（最大値が最良を表す）． 

表 2：予備評価の結果 

指摘箇所 修正方法 総合評価 

改良前 3.5 2.5 3.0 

改良後 4.0 3.3 4.0 

結果は表 2 のようになり，改良前のシステムと比

べて改良後のシステムでは評価の向上が確認された．

また，指摘箇所については分かりやすくなった一方

で，修正方法については依然として分かりにくいこ

ともあることが分かった．このように，修正後に不

整合が発生する問題は解消された一方で，基礎知識

のないユーザには修正意図が分かりにくいという課

題が明らかになった． 

5. おわりに
本研究では，ラベル付きクラスタ図のリンク誤り

の診断方法を改良した．その結果，従来の機能にお

ける問題点の解消や，ユーザの作業量を減らすこと

に成功した．今後は，修正意図がユーザに伝わるよ

うに支援方法の改良を行う必要がある． 
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